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外保連ニュース 
号外 2006 年 5 月発行 外科系学会社会保険委員会連合 広報委員会 

 

― 平成 18 年度診療報酬 

改定結果について ―                      

  外保連会長 出月 康夫 

 

 ４月の診療報酬改定で診療報酬が

3.16％引き下げられた。平成 14 年度、平成

16年度に続いて３回連続のマイナス改定で

ある。診療所と病院の格差の調整もいくつ

か行われた。多少余裕のあった診療所にと

っても今回の改定は打撃となると思われる

が、これまでも苦しい経営を強いられてき

た病院医療にとっては赤字はさらに増大し、

壊滅的な打撃になりかねないと危惧される。

補助金によって、経営の赤字を補填して貰

える国立病院、自治体病院、公的病院など

はそれでも生き残ることは出来ようが、民

間病院にとっては致命的で、経営形態の根

本的な見直しを迫られることになろう。 

 厚生労働省による医療制度改革の意図す

るところの一つは、病床数の減少と入院期

間の短縮にあると推測される。診療報酬改

定のたび毎に、これに向かって政策誘導的

な改定が実施されている。今回の改定にお

いてもその流れは全く変わっていない。医

療費の抑制が重要課題であることは勿論理

解できるが、過度の抑制が何をもたらすか

は、NHS による医療が無残にも崩壊した英

国の医療の現状を見れば明らかである。混 

 

合診療の大幅な解禁が阻止されたことによ

って米国型の医療崩壊は免れることが出来

たが、小泉内閣の医療費抑制政策によって

わが国の医療が英国型崩壊の道をたどり始

めたことが明らかにされつつある。わが国

の医療のレベルと質を、実際に支えてきた

病院医療の継続が経営面からも、また人的

資源の確保の面からも困難となりつつある

現状を見直すべきである。 

 さて、今回の改定でも厚生労働省の姿勢

は本質的に従来の改定と何ら変わりはない。

医療費の総枠規制を容認する限り、定めら

れたパイの中での分け前の取り合いに終始

するほかはない。小児科、産科、救急医療、

麻酔科などの医療崩壊がマスコミなどで大

きく取り上げられるようになったことへの

対応として、これらの領域の診療報酬につ

いての多少の配慮が見られる。しかし、こ

れらの領域ではプラス改定を実現したと胸

を張られても、コンマ以下のプラス改定で

は、微々たるもので、もともと大幅な赤字

を強いられてきたこれらの領域では、焼け

石に水で、これで診療危機が回避されると

は全く考えられない。 

 今回の改定の結果を高く評価することは

残念ながら出来ない。外保連として唯一評

価することが出来るとすれば、それは平成

18 年度改定に向けて平成 16 年以後、厚生
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労働省がこの改定に向けて取ってきた改定

への作業プロセスに変化が見られてきたこ

とである。 

 外保連は設立以来、診療報酬の一つ一つ

が根拠に基づいて設定されるべきことを主

張し続けて来たが、残念ながらこれまで診

療報酬は中央社会保険医療協議会（中医協）

における政治折衝に委ねられ、改定の根拠

は全く曖昧で、学会などの専門家の意見は

全く反映されなかった。 

 今回の改定では、悪評高い手術施設基準

が全廃されたが、これは外保連が 4 年間を

費やして全国の病院の大規模調査を行い、

これに基づいて現行の手術施設基準が学術

的根拠に乏しく、誤りであることを中央社

会保険医療協議会（中医協）において明示

した結果である。診療報酬改定において学

会などの専門家による学術的な根拠が取り

入れられる道筋が開かれたことは評価され

る。 

 また、今回の改定に当たってとくに新規

技術が従来と比べ多数保険適用されたが、

そのプロセスにおいても厚生労働省が専門

家集団である学会に対して個別にヒアリン

グを実施し、その意見が取り入れられてい

ることも評価すべきであろう。 

 診療報酬の改定の結果については、決し

て満足できるものではないが、それはとも

かくとして専門家の意見を取り入れ、また

学術的なエビデンスを改定の参考とする道

筋が開かれたことは、大きな進歩といえる

のではなかろうか。 

 

― 平成 17 年度改正要望書 

結果報告(暫定)について ―              

  実務委員会 木村 泰三 

  

 平成 18 年度の診療報酬改定では、外保連

の出した要望項目が近年になく多数受け入

れられることとなった。すなわち、新設 160

項目中 46 項目、改正 118 項目中 51 項目、

材料 41 項目中 3項目が、何らかの形で保険

収載あるいは改正を受けた。新しい手術や

処置、検査が、「特定療養費による先進医

療」ではなく、「保険診療」の対象として採

用されたことは、国民に平等な充実した医

療を行う上で誠に喜ばしいことであった。

その点で今回の厚生労働省のご英断に感謝

したい。しかし、大枠で診療報酬を 3.16％

下げるという方針があるためか、とても満

足できる改定にならなかったのは残念であ

る。たとえば、腹腔鏡下大腸切除術や腹腔

鏡下胃切除術が、ようやく当然の手術料の

アップ(約 8－10 万円、これでもディスポー

ザブル器材を含んだ実態費用からは低すぎ

るアップ)を得たと思ったら、腹腔鏡下胆嚢

摘出術は 2万円のダウンとなった。2003 年

の腹腔鏡下手術の症例数を日本内視鏡外科

学会のアンケート調査からみると、胆嚢摘

出術約 2万件、大腸癌と胃癌手術はあわせ

て約 6千件弱であるから、胆嚢で削った手

術料を大腸と胃の手術料にまわしたに過ぎ

ない。このような手法はヘルニア手術でも

行われているし(ヘルニアの手術では従来

法ダウン、腹腔鏡法アップ)、他の領域でも

随所にみられる。診療報酬下げを実現し、
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同時に新しい技術を保険収載していくため

の苦肉の策であろうが、このようなことを

続けていると医療現場は経営的に成り立た

なくなる。 

今回の改定では、ともかく多くの新しい

医療技術が保険収載されたことに一定の評

価をしたい。しかし、景気回復がうたわれ、

一般の給料や消費者物価も上昇しているな

か、総枠規制のみを理由として行われた根

拠なき診療報酬のマイナス改定には断固反

対していかねばならない。必要な人件費、

時間、技術度などに基づいて作られた外保

連試案に少しでも近づいた診療報酬改定を

求めていくことが、今後の外保連の使命で

あると考える。 

 

― あとがき ―  

広報委員長 松下 隆 

 

今回は初めての試みとして、診療報酬

改定結果（暫定版）についての号外をお届

けします。 

このニュースの掲載内容やホームペー

ジ、web登録システム等について、ご意見

がありましたら外保連事務局

<office@gaihoren.jp>宛にお寄せ下さい。 

 

＜外保連事務局連絡先＞ 

〒105-6108 東京都港区浜松町 2-4-1 

世界貿易センタービル 8階 

日本外科学会事務局内 

TEL:03-3459-1455 FAX:03-3459-1456 

E-mail：office@gaihoren.jp 
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ー
ジ



平
成

１
８

年
度

診
療

報
酬

改
定

で
考

慮
さ

れ
た

と
思

わ
れ

る
項

目
（

新
設

要
望

項
目

）
　

【
暫

定
版

】

名
称

要
望

内
容

要
望

点
数

結
果

（
点

数
）

１
８

年
度

保
険

区
分

小
切

開
水

晶
体

再
建

術
白

内
障

手
術

の
統

合
･
適

正
化

2
5
3
6
0
点

眼
内

レ
ン

ズ
を

挿
入

す
る

場
合

：
1
2
1
0
0
点

、
眼

内
レ

ン
ズ

を
挿

入
し

な
い

場
合

：
7
4
3
0
点

K
2
8
2

乳
腺

悪
性

腫
瘍

に
対

す
る

腋
窩

リ
ン

パ
節

郭
清

を
伴

わ
な

い
乳

房
切

除
術

早
期

乳
癌

に
対

す
る

標
準

術
式

の
一

つ
で

あ
る

。
点

数
の

新
設

1
9
3
4
0
点

1
9
0
0
0
点

K
4
7
6
-
0
3

乳
房

切
除

術
後

一
・

二
期

乳
房

再
建

術
乳

癌
治

療
の

一
環

と
し

て
保

険
収

載
を

希
望

。
乳

癌
患

者
の

Q
O
L
向

上
を

目
指

し
て

。
点

数
の

新
設

一
期

的
：

6
3
9
0
0
点

、
ニ

期
的

：
6
3
9
0
0
点

一
期

的
：

2
1
9
0
0
点

、
ニ

期
的

：
3
0
0
0
0
点

K
4
7
6
-
3

胸
腔

鏡
下

膿
胸

腔
掻

爬
術

保
険

収
載

2
7
0
6
0
点

2
3
1
0
0
点

K
4
9
6
-
4

肺
気

腫
に

対
す

る
胸

腔
鏡

下
肺

縫
縮

術
点

数
の

認
定

と
自

動
縫

合
器

の
加

算
片

側
手

術
で

4
4
5
0
0
点

（
両

側
は

2
倍

）
3
7
5
0
0
点

K
5
1
3
-
4

同
種

肺
移

植
術

（
死

体
・

生
体

）
保

険
収

載
同

種
肺

移
植

術
：

2
0
8
7
9
0
点

、
死

体
肺

移
植

術
：

5
1
1
6
0
点

、
生

体
部

分
肺

移
植

用
肺

採
取

加
算

：
6
9
2
8
0
点

移
植

用
肺

採
取

術
（

死
体

）
（

両
側

）
：

4
9
8
0
0

点
、

同
種

死
体

肺
移

植
術

：
9
1
8
0
0
点

K
5
1
4
-
3
,
K
5
1
4
-
4

胸
腔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

切
除

術
保

険
収

載
1
9
3
8
8
0
点

1
.
頸

部
、

胸
部

、
腹

部
の

操
作

に
よ

る
（

胸
腔

胸
下

に
よ

る
も

の
も

含
む

）
：

7
3
5
0
0
点

、
2
.
胸

部
、

腹
部

の
操

作
に

よ
る

：
6
4
6
0
0
点

、
3
.
腹

部
の

操
作

に
よ

る
：

5
1
0
0
0
点

K
5
2
9

心
室

中
隔

穿
孔

手
術

 
1
.
単

独
 
2
.
冠

動
脈

血
行

再
建

を
伴

う
保

険
収

載
1
.
単

独
：

6
7
8
0
0
点

、
2
.
冠

動
脈

血
行

再
建

を
伴

う
：

8
5
6
0
0
点

単
独

：
5
0
8
0
0
点

、
冠

動
脈

血
行

再
建

術
(
1
吻

合
)
を

伴
う

：
7
0
2
0
0
点

、
冠

動
脈

血
行

再
建

術
(
2
吻

合
以

上
)
を

伴
う

：
8
7
8
0
0
点

K
5
5
3
-
2

左
室

形
成

術
　

1
.
単

独
 
2
.
冠

動
脈

血
行

再
建

を
伴

う
保

険
収

載
1
.
単

独
：

6
7
8
0
0
点

、
2
.
冠

動
脈

血
行

再
建

を
伴

う
：

8
5
6
0
0
点

単
独

：
5
0
8
0
0
点

、
冠

動
脈

血
行

再
建

術
(
1
吻

合
)
を

伴
う

：
7
0
2
0
0
点

、
冠

動
脈

血
行

再
建

術
(
2
吻

合
以

上
)
を

伴
う

：
8
7
8
0
0
点

K
5
5
3
-
2

大
動

脈
縮

窄
／

離
断

と
他

の
心

疾
患

と
の

一
期

的
修

復
手

術
保

険
収

載
1
3
8
8
4
0
点

心
室

中
郭

欠
損

症
手

術
を

伴
う

も
の

：
6
8
3
0
0
点

、
複

雑
心

奇
形

手
術

を
伴

う
も

の
：

1
1
9
3
0
0
点

K
5
6
7

両
方

向
グ

レ
ン

手
術

保
険

収
載

、
手

術
成

績
は

良
好

で
有

用
性

も
高

い
3
9
6
9
0
点

7
0
0
0
0
点

K
5
8
6
-
0
1

同
種

心
移

植
術

保
険

収
載

2
0
5
8
3
0
点

1
0
4
1
0
0
点

K
6
0
5
-
2

内
視

鏡
的

粘
膜

下
層

剥
離

術
保

険
収

載
2
0
0
0
0
点

1
1
0
0
0
点

K
6
5
3
-
0
2

マ
グ

ネ
ッ

ト
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
食

道
・

胃
内

異
物

摘
出

術
保

険
収

載
5
8
1
0
点

3
2
0
0
点

K
6
5
3
-
2

胃
局

所
切

除
(
1
)
開

腹
に

よ
る

も
の

(
2
)
腹

腔
鏡

下
に

よ
る

も
の

保
険

収
載

開
腹

に
よ

る
：

2
1
9
6
0
点

、
腹

腔
鏡

下
に

よ
る

：
2
2
4
8
0
点

開
腹

に
よ

る
：

1
0
4
0
0
点

、
腹

腔
鏡

下
：

2
0
4
0
0
点

K
6
5
4
-
2
、

K
6
5
4
-
3

経
内

視
鏡

的
噴

門
部

縫
縮

術
（

E
L
G
P
）

新
規

手
技

と
必

要
材

料
の

保
険

収
載

3
5
4
8
0
点

1
2
0
0
0
点

K
6
6
7
-
3

肝
膵

同
時

切
除

術
同

時
に

切
除

す
る

術
式

を
保

険
収

載
希

望
9
4
3
5
0
点

胆
嚢

悪
性

腫
瘍

手
術

　
3
.
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
を

伴
う

：
6
5
3
0
0
点

、
4
.
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
及

び
肝

切
除

（
葉

以
上

）
を

伴
う

：
1
1
2
0
0
0
点

K
6
7
5
-
0
3
,
0
4

同
種

死
体

肝
移

植
術

保
険

収
載

3
4
0
4
7
0
点

1
0
8
6
0
0
点

K
6
9
7
-
7

内
痔

核
に

対
す

る
四

段
階

注
射

法
短

期
滞

在
型

手
術

基
本

料
の

対
象

と
す

る
4
5
6
0
点

2
8
0
0
点

K
7
4
3
-
0
2

2
 /

 3
 ペ

ー
ジ



平
成

１
８

年
度

診
療

報
酬

改
定

で
考

慮
さ

れ
た

と
思

わ
れ

る
項

目
（

新
設

要
望

項
目

）
　

【
暫

定
版

】

名
称

要
望

内
容

要
望

点
数

結
果

（
点

数
）

１
８

年
度

保
険

区
分

腹
腔

鏡
補

助
下

腹
腔

内
停

留
精

巣
陰

嚢
内

固
定

術
保

険
収

載
4
3
1
8
0
点

1
3
8
3
0
点

K
8
3
1
-
2

外
陰

・
腟

血
腫

除
去

術
保

険
収

載
3
3
8
0
点

1
6
0
0
点

K
8
5
1
-
2

腟
断

端
挙

上
術

（
腟

式
・

腹
式

）
保

険
収

載
3
8
4
6
0
点

1
9
5
0
0
点

K
8
6
0
-
2

多
臓

器
提

供
者

管
理

料
保

険
収

載

臓
器

提
供

施
設

へ
は

2
2
3
9
7
点

、
臓

器
移

植
施

行
施

設
へ

は
各

臓
器

の
摘

出
手

技
料

と
臓

器
保

存
料

を
加

算
し

、
心

臓
：

5
0
4
0
9
点

、
肺

：
1
8
2
7
0
1
点

、
肝

：
1
3
2
1
6
6
点

、
膵

：
1
5
0
7
6
9
点

、
小

腸
：

4
4
3
1
2
点

、
腎

：
1
1
1
7
3
9
点

脳
死

臓
器

提
供

管
理

料
1
4
2
0
0
点

、
肺

：
4
9
8
0
0
点

、
心

：
4
9
3
0
0
点

、
心

肺
：

7
4
2
0
0
点

、
肝

：
5
6
8
0
0

点
、

膵
：

4
6
8
0
0
点

、
膵

腎
：

7
0
0
0
0
点

K
9
1
4
、

K
5
1
4
-
3
、

K
6
0
5
、

K
6
0
5
-
3
、

K
6
9
7
-
6
、

K
7
0
9
-
2
、

K
7
0
9
-
4

自
己

血
貯

血
（

液
状

保
存

）
自

己
血

を
貯

血
し

液
状

保
存

(
自

己
血

輸
血

料
と

は
独

立
し

た
手

技
料

と
し

て
)

7
9
4
点

６
歳

以
上

（
2
0
0
m
l
ご

と
に

）
：

2
0
0
点

、
６

歳
未

満
（

体
重

1
k
g
に

つ
き

4
m
l
ご

と
に

）
：

2
0
0
点

K
9
2
0
-
0
3

自
己

血
貯

血
（

凍
結

保
存

）
自

己
血

を
貯

血
し

凍
結

保
存

(
自

己
血

輸
血

料
と

は
独

立
し

た
手

技
料

と
し

て
)

2
9
0
2
点

（
2
0
0
m
l
ご

と
に

）
６

歳
以

上
（

2
0
0
m
l
ご

と
に

）
：

4
0
0
点

、
６

歳
未

満
（

体
重

1
k
g
に

つ
き

4
m
l
ご

と
に

）
：

4
0
0
点

K
9
2
0
-
0
3

膵
頭

十
二

指
腸

切
除

術
に

お
け

る
自

動
縫

合
器

加
算

自
動

吻
合

器
、

縫
合

器
の

使
用

に
よ

り
、

手
術

時
間

の
短

縮
と

縫
合

不
全

の
予

防
に

有
効

で
、

結
果

的
に

感
染

症
予

防
効

果
が

あ
る

。

自
動

吻
合

器
5
5
0
0
点

、
自

動
縫

合
器

2
5
0
0
点

(
X
4
)
の

加
算

自
動

縫
合

器
加

算
：

2
5
0
0
点

、
自

動
吻

合
器

加
算

：
5
5
0
0
点

K
9
3
6
、

K
9
3
6
-
2

直
腸

腫
瘍

摘
出

術
の

自
動

吻
合

器
又

は
自

動
縫

合
器

加
算

直
腸

腫
瘍

摘
出

術
に

あ
た

り
、

使
用

し
た

場
合

の
加

算
2
5
0
0
点

（
3
個

を
限

度
と

し
て

）
自

動
縫

合
器

加
算

：
2
5
0
0
点

、
自

動
吻

合
器

加
算

：
5
5
0
0
点

K
9
3
6
、

K
9
3
6
-
2

高
周

波
熱

凝
固

術

第
2
節

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

料
の

一
般

的
事

項
（

1
)
の

文
中

に
「

・
・

・
及

び
フ

ェ
ノ

ー
ル

(
2
％

)
等

の
神

経
破

壊
剤

を
注

入
し

て
、

」
と

あ
る

が
こ

の
「

等
」

の
中

に
高

周
波

熱
凝

固
法

を
加

え
る

。

L
1
0
1
-
2
に

準
ず

る
。

9
0
0
点

L
1
0
1

整
形

外
科

内
視

鏡
手

術
診

療
報

酬
に

記
載

さ
れ

た
観

血
手

術
の

1
.
5
倍

概
ね

観
血

手
術

の
1
.
3
倍

～
1
.
6
倍

麻
酔

点
数

の
体

系
的

、
全

般
的

見
直

し
現

行
の

麻
酔

管
理

料
、

加
算

等
に

関
し

て
、

適
正

妥
当

な
算

定
方

法
に

改
定

す
る

。

２
つ

の
腹

腔
鏡

下
手

術
の

併
施

（
胃

切
除

術
と

他
）

開
腹

手
術

の
準

用

主
た

る
手

術
の

所
定

点
数

を
2
つ

以
上

同
時

に
行

っ
た

場
合

の
所

定
点

数
は

、
主

た
る

手
術

の
所

定
点

数
と

従
た

る
手

術
の

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

と
合

算
し

て
算

定
す

る
。

２
つ

の
腹

腔
鏡

下
手

術
の

併
施

（
結

腸
切

除
術

と
他

）
開

腹
手

術
の

準
用

主
た

る
手

術
の

所
定

点
数

を
2
つ

以
上

同
時

に
行

っ
た

場
合

の
所

定
点

数
は

、
主

た
る

手
術

の
所

定
点

数
と

従
た

る
手

術
の

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

と
合

算
し

て
算

定
す

る
。

Ｆ
Ｄ

Ｇ
-
Ｐ

Ｅ
Ｔ

保
険

収
載

・
適

応
拡

大
7
4
9
0
点

適
応

拡
大

E
1
0
1
-
2

3
 /
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 ペ

ー
ジ



平
成

１
８

年
度

診
療

報
酬

改
定

で
考

慮
さ

れ
た

と
思

わ
れ

る
項

目
（

改
正

・
材

料
要

望
項

目
）

　
【

暫
定

版
】

名
称

要
望

内
容

保
険

記
号

要
望

点
数

結
果

１
８
年
度
保
険
区
分

N
S
T
の

外
来

使
用

算
定

要
件

の
見

直
し

（
施

設
基

準
、

回
数

制
限

等
）

D
2
1
9

5
1
7
点

2
0
0
点
（
点
数
変
わ
ら
ず
）
、
外
来
で
算
定
可

D
2
1
9

動
作

分
析

検
査

(
フ

ォ
ー

ス
プ

レ
ー

ト
分
析

)
点

数
の

見
直

し
D
2
5
0

1
9
5
0
点

重
心
動
揺
に
準
用
さ
れ
て
い
た
項
目
が
正
式
な
項
目

と
認
知
さ
れ
た
。

D
2
5
0
-
0
5

矯
正
視
力

検
査

検
査

の
適

性
化

、
点

数
の

見
直

し
D
2
6
3

4
2
8
点

眼
鏡
処
方
箋
の
交
付
を
行
う
場
合
（
0
点
→
7
4

点
）
、
そ
れ
以
外
（
0
点
→
7
4
点
）
に
分
け
ら
れ

た
。

D
2
6
3
-
0
1
、
D
2
6
3
-
0
2

前
立
腺
針

生
検

点
数

の
見

直
し

D
4
1
3

3
8
8
4
点

8
0
0
点
→
1
2
0
0
点

D
4
1
3

膀
胱
及
び

前
立

腺
に

対
す

る
組

織
試

験
採
取
、
切

採
法

廃
止

D
4
1
7
-
1
1
,
1
3

ー
ー

熱
傷
処
置

（
6
0
0
0
c
㎡

以
上

）
体

表
面

積
4
0
%
以

上
の

広
範
囲

熱
傷

患
者

の
処

置
点

数
の

新
設

を
希

望
J
0
0
0
-
0
5

6
1
0
0
点

7
5
0
点
→
1
2
5
0
点
、
注
J
0
0
0
創
傷
処
置
の
例
に
よ
り

算
定
す
る
。

J
0
0
1
-
0
5

エ
タ
ノ
ー

ル
の

局
所

注
入

の
適

応
拡

大
対

象
疾

患
・

並
び

に
使

用
薬

剤
の

適
応

拡
大

J
0
1
7

1
2
9
0
点

適
応
拡
大
（
局
所
注
入
部
位
の
拡
大
、
注
釈
一
部
削

除
及
び
変
更
）
、
リ
ン
パ
管
腫
局
所
注
入
の
新
設
、

1
0
0
0
点

J
0
1
7
-
2

皮
膚
科
軟

膏
処

置
点

数
の

見
直

し
J
0
5
3
-
0
1
～

0
6

1
0
0
c
㎡

未
満

：
4
5
点

、
5
0
0
c
㎡

未
満

：
9
5
点
、

1
5
0
0
c
㎡

未
満

：
1
4
9
点

、
3
0
0
0
c
㎡
未
満
：
3
0
2
点
、

6
0
0
0
c
㎡

未
満

5
3
7
点

1
0
0
c
㎡
未
満
：
4
5
点
、
1
0
0
c
㎡
以
上
5
0
0
c
㎡
未
満
：

4
9
点
、
5
0
0
c
㎡
以
上
3
0
0
0
c
㎡
未
満
：
7
5
点
、
3
0
0
0
c

㎡
以
上
6
0
0
0
c
㎡
未
満
：
1
4
0
点
、
6
0
0
0
c
㎡
以
上
2
5
0

点

J
0
5
3
-
0
1
～
0
5

軟
属
腫
摘

除
点

数
の

見
直

し
J
0
5
7

2
6
4
点

1
0
0
点
→
1
0
箇
所
未
満
：
1
0
0
点
、
1
0
箇
所
以
上
3
0
箇

所
未
満
：
2
0
0
点
、
3
0
箇
所
以
上
：
3
0
0
点
と
し
て
新

設
J
0
5
7
-
0
1
～
0
3

鶏
眼
・
胼

胝
処

置
点

数
の

見
直

し
J
0
5
7
-
3

初
回

処
置

1
7
0
点

+
創

傷
処

置
（

4
2
点
）
複
数
回

1
7
0
点
→
1
0
0
点
（
月
１
回
に
限
り
算
定
）
。
（
露
出

部
）
長
径
2
c
m
未
満
：
1
6
6
0
点
、
長
径
2
c
m
以
上
4
c
m

未
満
：
3
6
7
0
点
、
長
径
4
c
m
以
上
：
4
3
6
0
点
、

（
露
出
部
以
外
）
長
径
3
c
m
未
満
：
1
2
8
0
点
、
長
径

3
c
m
以
上
6
c
m
未
満
：
3
2
3
0
点
、
長
径
6
c
m
以
上
：

4
1
6
0
点
と
し
て
新
設

J
0
5
7
-
3
、
K
0
0
6
-
2
、

K
0
0
6
-
3

腟
洗
浄

算
定

要
件

の
見

直
し

（
施

設
基

準
、

回
数

制
限

等
）

J
0
7
2

1
7
1
点

4
2
点
→
4
7
点

J
0
7
2

同
種
皮
膚

移
植

　
1
.
生

体
移

植
片

を
用

い
る
場
合

点
数

の
見

直
し

K
0
1
4

7
9
6
0
点

4
4
1
0
点
→
4
7
0
0
点

K
0
1
4

組
織
拡
張

器
に

よ
る

再
建

手
術

（
一

連
に
つ
き
）

（
一

連
に

つ
き

）
を

削
除

、
点

数
の

見
直

し
と

適
応

追
加

K
0
2
2

4
7
8
7
0
点

適
応
拡
大
は
し
た
が
、
（
一
連
に
つ
き
）
の
削
除
は

な
し

K
0
2
2

偽
関
節
手

術
点

数
の

見
直

し
K
0
5
6

2
9
0
1
0
点

点
数
変
わ
ら
ず
、
項
目
の
見
直
し
（
前
腕
、
下
腿
→

前
腕
、
下
腿
、
手
舟
状
骨
、
鎖
骨
、
膝
蓋
骨
、
手
、

足
→
鎖
骨
、
膝
蓋
骨
、
手
（
舟
状
骨
除
く
）
、
足
、

湯
便
（
手
足
）
そ
の
他

K
0
5
6

半
月
板
切

除
術

（
関

節
鏡

下
）

点
数

の
見

直
し

K
0
6
8

2
2
5
5
0
点

7
6
0
0
点
→
1
1
1
0
0
点

K
0
6
8

関
節
鏡
下

半
月

板
縫

合
術

点
数

の
見

直
し

K
0
6
9

2
3
8
5
0
点

1
2
7
0
0
点
と
し
て
新
設

K
0
6
9
-
3

靭
帯
断
裂

形
成

術
　

1
.
　

十
字

靭
帯

点
数

増
加

K
0
7
9
-
0
1

4
6
2
1
0
点

1
8
2
0
0
点
→
1
8
7
0
0
点

K
0
7
9
-
0
1

内
視
鏡
下

手
根

管
開

放
術

点
数

の
見

直
し

K
0
9
3

1
7
6
0
0
点

7
1
0
0
点
と
し
て
新
設

K
0
9
3
-
2

経
鼻
的
下

垂
体

腫
瘍

摘
出

術
点

数
の

見
直

し
K
1
7
1

6
3
4
2
0
点

4
5
3
0
0
点
→
5
0
7
0
0
点

K
1
7
1

1
 /

 3
 ペ

ー
ジ



平
成

１
８

年
度

診
療

報
酬

改
定

で
考

慮
さ

れ
た

と
思

わ
れ

る
項

目
（

改
正

・
材

料
要

望
項

目
）

　
【

暫
定

版
】

名
称

要
望

内
容

保
険

記
号

要
望

点
数

結
果

１
８
年
度
保
険
区
分

脳
動

脈
瘤

頚
部

ク
リ

ッ
ピ

ン
グ

術
点

数
の

見
直

し
K
1
7
7
-
0
1
,
0
2

1
ヶ

所
：

1
0
1
4
7
0
点

、
2
ヵ

所
：

1
4
5
8
6
0
点

1
ヶ
所
：
6
8
3
0
0
点
→
7
0
5
0
0
点
、
2
ヵ
所
：
8
0
1
0
0
点

→
8
4
1
0
0
点

K
1
7
7
-
0
1
,
0
2

血
管
内
手

術
点

数
の

見
直

し
K
1
7
8

8
3
5
8
0
点

3
2
7
0
0
点
→
4
0
9
0
0
点

K
1
7
8

経
皮
的
脳

血
管

形
成

術
点

数
の

見
直

し
K
1
7
8
-
2

7
4
3
0
0
点

2
1
0
0
0
点
→
2
2
1
0
0
点

K
1
7
8
-
2

胸
腔
鏡
下

交
感

神
経

焼
灼

術
胸

腔
鏡

下
交

感
神

経
切

除
術

の
両

側
実

施
時

の
点

数
設

定
K
1
9
6
-
0
2

2
3
0
9
0
点

1
5
4
0
0
点
→
1
8
5
0
0
点

K
1
9
6
-
2

角
膜
移
植

術
点

数
の

見
直

し
K
2
5
9

7
0
0
5
0
点

2
9
1
0
0
点
→
3
0
6
0
0
点

K
2
5
9

舌
悪
性
腫

瘍
手

術
切

除
の

分
類

に
沿

っ
て

保
険

収
載

さ
れ

た
い

。
点

数
の

見
直

し
K
4
1
5
-
0
1
,
0
2

舌
部

分
切

除
：

1
4
1
6
0
点

、
舌

半
側
切
除
：
2
4
8
6
0

点
、

舌
亜

全
摘

：
7
4
1
8
0
点

切
除
：
1
1
1
0
0
点
→
1
1
7
0
0
点
、
亜
全
摘
：
3
1
3
0
0
点

→
3
2
9
0
0
点

K
4
1
5

副
甲
状
腺

全
摘

出
、

自
家

移
植

点
数

の
見

直
し

K
4
6
4
-
0
2

2
1
9
0
0
点

1
4
,
6
0
0
点
→
2
0
,
0
0
0
点

K
4
6
4
-
0
2

胸
腔
内
合

成
樹

脂
球

摘
出

術
廃

止
K
4
9
5
-
0
1
,
0
2

ー
ー

肺
切
除
術

点
数

の
見

直
し

と
自

動
縫

合
器

加
算

K
5
1
3

広
範

部
分

切
除

術
（

胸
腔

鏡
を

含
む
）
6
5
7
3
0
点
、

肺
葉

切
除

術
（

胸
腔

鏡
に

よ
る

）
7
8
4
2
0
点

楔
状
部
分
切
除
：
1
7
1
0
0
点
→
1
8
0
0
0
点
、
区
域
切
除

（
１
肺
葉
に
満
た
な
い
も
の
）
：
3
4
2
0
0
点
→
3
5
9
0
0

点
、
肺
葉
切
除
：
3
4
1
0
0
点
→
3
5
8
0
0
点
、
複
合
切
除

（
１
肺
葉
を
超
え
る
も
の
）
：
3
1
1
0
0
点
→
3
2
7
0
0

点
、
１
側
肺
全
摘
：
3
5
8
0
0
点
→
3
7
6
0
0
点
　
気
管
支

形
成
を
伴
う
肺
切
除
術
を
4
3
5
0
0
点
と
し
て
K
5
1
2
か

ら
移
行
。
胸
腔
鏡
下
肺
切
除
術
は
3
1
7
0
0
点
→
3
7
5
0
0

点

K
5
1
1
、
K
9
3
6

胸
腔
鏡
下

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
点

数
の

見
直

し
K
5
1
4
-
0
2

9
1
1
0
0
点

5
5
2
0
0
点
→
ﾘ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
節
郭
清
を
伴
わ
な
い
：
4
1
0
0
0
点
、

ﾘ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
節
郭
清
を
伴
う
：
5
8
0
0
0
点

K
5
1
4
-
2

食
道
悪
性

腫
瘍

手
術

点
数

の
見

直
し

K
5
2
9

頸
部

、
胸

部
、

腹
部

の
操

作
に

よ
る
（
血
管
吻
合
伴

わ
な

い
）

：
7
4
1
9
0
点

、
胸

部
、

腹
部
の
操
作
に
よ

る
：

1
0
3
8
6
0
点

、
腹

部
の

操
作

に
よ

る
：
1
3
4
4
6
0
点

頸
部
、
胸
部
、
腹
部
の
操
作
に
よ
る
も
の
（
胸
腔
鏡

下
に
よ
る
も
の
を
含
む
）
：
6
8
1
0
0
点
→
7
3
5
0
0
点
、

胸
部
、
腹
部
の
操
作
に
よ
る
も
の
：
6
0
1
0
0
点
→

6
4
6
0
0
点
、
腹
部
の
操
作
に
よ
る
も
の
：
4
2
9
0
0
点
→

5
1
0
0
0
点

K
5
2
9

両
室
ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

点
数

の
見

直
し

K
5
5
2
-
0
2

5
8
2
6
0
点

1
3
8
0
0
点
→
2
0
5
0
0
点

K
5
9
8

弁
形
成
術

点
数

の
見

直
し

（
弁

置
換

術
よ

り
低

い
査

定
は

不
合

理
）

K
5
6
0
-
0
1
,
0
2
,
0
3

１
弁

：
7
9
3
9
0
点

、
２

弁
：

9
2
6
2
0
点

、
３
弁
：

1
0
5
8
5
0
点

１
弁
：
4
3
2
0
0
点
→
5
7
5
0
0
点
、
２
弁
：
5
6
3
0
0
点
→

7
2
5
0
0
点
、
３
弁
：
6
8
6
0
0
点
→
8
5
0
0
0
点

K
5
5
4

オ
フ
ポ
ン

プ
冠

動
脈

バ
イ

パ
ス

手
術

時
の
ス
タ
ビ

ラ
イ

ザ
ー

の
特

定
保

険
医

療
材
料
と
し

て
の

評
価

ー
K
5
8
8

2
0
0
0
0
点

～
2
5
0
0
0
点

心
拍
動
下
冠
動
脈
、
大
動
脈
バ
イ
パ
ス
移
植
術
用
機

器
3
0
0
0
0
点

K
9
3
7

冠
動
脈
、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

点
数

の
見

直
し

K
5
8
8
-
0
1

9
2
3
1
0
点

１
吻
合
：
4
8
7
0
0
点
→
5
1
1
0
0
点
、
２
吻
合
：
8
1
3
0
0

点
→
7
8
0
0
0
点

K
5
5
2

頸
動
脈
血

栓
内

膜
摘

除
術

点
数

の
見

直
し

、
頸

動
脈

血
栓

内
膜

剥
離

術
の

分
離

・
独

立
K
6
0
4
-
0
2

5
7
0
3
0
点

頸
動
脈
を
追
加
（
1
7
7
0
0
点
)

K
6
0
9
-
0
2

大
動
脈
瘤

手
術

　
8
.
胸

腹
部

大
動

脈
瘤

点
数

の
見

直
し

K
6
0
5
-
0
8

2
0
8
3
4
0
点

5
1
7
0
0
点
→
1
1
1
0
0
0
点

K
5
6
0
-
0
6

腹
腔
鏡
下

鼠
経

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

（
両

側
）

点
数

の
見

直
し

K
6
3
4

1
9
3
4
0
点

1
8
1
0
0
点
→
2
0
8
0
0
点

K
6
3
4

腹
腔
鏡
補

助
下

胃
悪

性
腫

瘍
手

術
点

数
見

直
し

K
6
5
5
,
 
K
6
5
7

7
0
0
0
点

加
算

（
切

除
：

5
5
2
7
0
点

、
全
摘
：
7
6
9
2
0

点
）

5
1
0
0
0
点
と
し
て
新
設

K
6
5
5
-
2
-
0
2

2
 /

 3
 ペ

ー
ジ



平
成

１
８

年
度

診
療

報
酬

改
定

で
考

慮
さ

れ
た

と
思

わ
れ

る
項

目
（

改
正

・
材

料
要

望
項

目
）

　
【

暫
定

版
】

名
称

要
望

内
容

保
険

記
号

要
望

点
数

結
果

１
８
年
度
保
険
区
分

胆
嚢

悪
性

腫
瘍

手
術

点
数

増
加

K
6
7
5

胆
嚢

に
限

局
5
1
2
8
0
点

、
肝

切
除

8
9
0
2
0
点
、

P
D
1
1
8
6
9
0
点

、
肝

切
除

+
P
D
1
6
8
0
8
0
点

4
2
6
0
0
点
→
胆
嚢
に
限
局
：
2
8
5
0
0
点
、
肝
切
除
を
伴

う
：
5
0
5
0
0
点
、
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
を
伴
う
：

6
5
3
0
0
点
、
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
及
び
肝
切
除
を
伴

う
：
1
1
2
0
0
0
点
を
新
設

K
6
7
5

肝
切
除
術

点
数

の
見

直
し

K
6
9
5
-
0
1
～

0
5

部
分

切
除

：
4
7
0
5
0
点

、
亜

区
域

・
区
域
切
除
：

6
4
6
4
0
点

、
前

区
域

・
後

区
域

又
は
肝
葉
切
除
：

1
0
2
9
2
0
点

、
拡

大
葉

切
除

：
1
3
1
5
6
0
点
、
拡
大
葉
切

除
に

血
行

再
建

：
1
5
7
2
6
0
点

部
分
切
除
：
1
9
6
0
0
点
→
2
1
5
0
0
点
、
区
域
切
除
：

2
2
3
0
0
点
→
2
6
3
0
0
点
、
葉
切
除
：
4
1
2
0
0
点
→
4
9
0
0
0

点
、
拡
大
葉
切
除
：
5
9
0
0
0
点
→
6
4
7
0
0
点
、
拡
大
葉

切
除
に
血
行
再
建
を
併
せ
行
う
：
6
5
5
0
0
点
→
7
1
7
0
0

点

K
6
9
5

腹
腔
鏡
下

結
腸

切
除

術
点

数
の

見
直

し
K
7
1
9
,
K
7
1
9
-
2

小
範

囲
：

4
6
1
8
0
点

、
良

・
悪

性
：

6
2
8
4
0
点

2
6
9
0
0
点
→
3
5
7
0
0
点

K
7
1
9
-
2

小
腸
ま
た

は
結

腸
悪

性
腫

瘍
手

術
腹

腔
鏡

下
手

術
の

別
枠

化
と

点
数

増
K
7
1
9
-
0
3

5
5
3
4
0
点

3
2
7
0
0
点
→
4
1
7
0
0
点
と
し
て
別
途
新
設

K
7
1
9
-
3

腹
腔
鏡
下

結
腸

悪
性

腫
瘍

手
術

点
数

の
見

直
し

K
7
1
9
-
3

5
5
3
4
0
点

4
1
7
0
0
点
と
し
て
新
設

K
7
1
9
-
3

移
植
用
腎

採
取

術
（

生
体

）
内

視
鏡

下
手

術
K
7
7
9

7
5
5
8
0
点

2
1
7
0
0
点
→
2
2
8
0
0
点

K
7
7
9

同
種
腎
移

植
術

点
数

の
見

直
し

K
7
8
0

3
0
4
1
5
0
点

7
1
2
0
0
点
→
7
4
8
0
0
点

K
7
8
0

経
尿
道
的

前
立

腺
手

術
点

数
の

見
直

し
K
8
4
1

2
6
4
8
0
点

1
7
1
0
0
点
→
1
8
5
0
0
点

K
8
4
1

骨
盤
位
娩

出
術

点
数

の
見

直
し

K
8
9
2

4
8
3
0
点

3
5
6
0
点
→
3
8
0
0
点

K
8
9
2

限
界
線
療

法
廃

止
M
0
0
1

ー
ー

手
術
通
則

7
(
未

熟
児

・
乳

児
手

術
加

)
小

児
区

分
の

再
編

成
、

点
数

の
見

直
し

通
則

7
未

熟
児

3
0
0
％

、
新

生
児

2
0
0
％

、
乳

児
1
0
0
％
、
6
歳

未
満

5
0
％

、
1
2
歳

未
満

3
0
％

同
一
術
野

の
複

数
手

術
の

加
算

点
数

の
見

直
し

通
則

1
5

同
一

手
術

野
に

お
け

る
複

数
手

術
の
一
律
加
算

詳
細
不
明

腹
腔
鏡
下

複
数

臓
器

手
術

点
数

加
算

通
則

1
5

主
た

る
手

術
＋

従
た

る
手

術
（

１
臓
器
）
点
数
の

5
0
/
1
0
0

詳
細
不
明

脊
髄
誘
発

電
位

測
定

の
適

応
拡

大
（

側
弯
症
手
術

）
適

応
拡

大
通

則
9

－
詳
細
不
明

関
節
鏡
手

術
の

一
律

加
算

（
脊

椎
疾

患
は
除
く
）

観
血

手
術

の
１

.
5
倍

と
す

る
概
ね
ア
ッ
プ
し
て
い
る

髄
腔
内
薬

剤
投

与
用

植
え

込
み

型
ポ

ン
プ

ー
－

2
4
0
0
0
0
点

1
7
2
0
0
0
0
円

告
示
番
号
1
1
5

3
 /

 3
 ペ

ー
ジ




